日本農薬学会国際交流基金助成金による国際会議等派遣研究者の募集
日本農薬学会では，下記の規定に則り，学会会員を対象に，国際交流基金助成金による国際会議等派遣研究者の募集を随時行っています．助成に際しては，財務委員会における選考および常任評議員会における承認が必要です．希望者は，下記の規定をよく読み，次ページの申請書様式に従って，できるだけ早めに申請してください．
何かご不明な点などございましたら，日本農薬学会事務局まで，電子メール，電話，またはファックスでお問い合わせください．
【日本農薬学会国際交流基金海外助成金による国際会議等派遣研究者応募規定】
1.　応募の資格
1）本学会会員，あるいは入会手続き中で会費を納入済みのもの
2）出席予定学会等で研究発表を行うもの，あるいはオーガナイザー，座長等の依頼を受けたもの
2.　応募要領
下記書類を本学会事務局に提出する．
①　必要事項を記入した所定の申請書（HPからダウンロード可）
②　出席予定学会等の関係書類（サーキュラー，プログラム，アブストラクト），座長依頼状など
③　学生会員の場合には指導教員の推薦状
3.　援助額
援助額は30万円以内でかつ別に定める地域別援助金額を超えないものとし，同一会議への申請が複数ある時は，原則として同一金額とする．
4.　選考
財務委員会で選考し，常任評議員会の承認を得た上で本人に通知する．
5.　派遣研究者の義務
1）派遣研究者は学会等から帰国後，本学会の指示に基づき速やかに報告書を提出する．この報告書は本学会誌に掲載される．
2）派遣研究者は本助成金を受けた次の年から少なくとも3年間は会員として在籍しなければならない．もし，この期間内に退会する場合には，受給した助成金の全額を返納しなければならない．
